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書『円の計測』（MEASUREMENT OF A CIRCLE） 
にある。この訳本では，次のものが現在よく
活用されている。 
 Heiberg,J.L.ed.(1910). Archimedes Opera 






























































 そうすると，角 TAGは直角である。 
 それ故，   TG＞GA 
         ＞GH． 
 その結果，三角形 FTGは面 TEAHの半分より
大きい。 








































ACOA : ［＝ 1:3 ］＞ 153:265 ･‥･･･(1)， 
そして 
CAOC : ［＝ 1:2 ］＞ 153:306 ･･･････(2). 
一回目として，角 AOCを 2等分し，Dで AC
と出会う ODを引く。 
今， OACO : ＝ DACD : ， 
［ユークリッド原論，第 6巻，命題 3］ 
であるから， 
［ OAOACO : ＝ DACA : ，または］ 
CAOACO : ＝ ADOA : ． 
 それ故［(1)と(2)より］ 
ADOA : ＞ 153:571 ････････････(3)． 
となり， 
－ 14 －
22 : ADOD ［＝（
222 :)( ADADOA   
＞
222 153:)153571(  ］ 
＞ 23409:349450  
となるから， 





 二回目として，角 AODを 2等分し，Eで AD
と出会う OEを引く。 
［それで， OADO : ＝ EADE :  
となり， DAOADO : ＝ AEOA : ．］ 
 それ故， 
AEOA : ［＞ 153:)571
8
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   ＞ 23409:)23409
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1162(  ］ 









2334{(   









 四回目として，角 AOFを 2等分し，Gで AF
と出会う OGを引く。 
 そうすると次のようになる。 




















 OAのもう一方の側に角 AOGと等しい角 AOH






 したがって，GH は円に外接する 96 辺の正
多角形の一辺となる。 
そして， 



















































角 CAB が直角の 3 分の 1 となるような角 CAB
をつくる。BCを結ぶ。 
 そうすると， 
CBAC : ［＝ 1:3 ］＞ 780:1351 ． 
 一回目として，AD は角 BAC を 2 等分し，d
で BCに，Dで円に出合うとせよ。BCを結ぶ。 
 そうすると， 
 BAD ＝ dAC  
     ＝ dBD ， 
そして，D，Cでの角は両方とも直角である。 




 それ故， DBAD : ＝ DdBD :  
［＝ CdAC : ］ 
＝ BdAB :  
－ 16 －
［ユークリッド原論，第 6巻，命題 3］ 
＝ CdBdACAB  :  
      ＝ BCACAB :  
 また， BCACBA : ＝ DBAD :  
［ところが，上のことから 
 CBAC : ＜ 780:1351  
であり，一方で， 
 BCBA : ＝ 1:2  
      ＝ 780:1560 ．］ 
 それ故， 
DBAD : ＜ 780:2911 ･‥･････････(1)． 
［よって， 
22 :BDAB ＜
222 780:)7802911(   
       ＜ 608400:9082321 ．］ 
 したがって， 


























5924   
＜ 240:1823 ････････････(3)． 
［よって， 
22 :BEAB ＜
222 240:)2401823(   
       ＜ 57600:3380929 ．］ 
 それ故， 




 三回目として，AF は角 BAE を 2 等分し，F
で円に出合うとせよ。 
 そうすると， 














3661   
＜ 66:1007 ････････････(5)． 
［よって， 
22 :BFAB ＜
222 66:)661007(   
       ＜ 4356:1018405 ．］ 
 それ故， 



















2016{(   














［さて，直角の 3分の 1である角 BACを四回
ほど 2等分した結果としての角 BAGは，直角
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